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１．エコプラザ（仮称）連携会議の振り返り
（第3回書面開催にて概要ご案内済み）

開
催
回

時期 テーマ

1 7/17 連携会議キックオフ

2 7/31 連携会議を考える

3 9/6 施設名称を考える

4

5
10/10
10/31

社会情勢インプット

6

7

8

9

11/6
11/20
12/11
1/15

プログラムを考える

10

11
1/30
2/12

利用のあり方を考える

12 2/25 評価について考える

3/11 開催延期

◼ エコプラザ（仮称）連携会議は、市内環境団体、協議会委
員、事業者、学校関係者など多様な経歴の自主的な参加
（のべ483名）で、12回を開催し、環境啓発施設開設に向
けて具体的なテーマについて意見交換を行った。
◼ 第13回は新型コロナウイルス対策として開催延期

◼ 各テーマについて様々なご意見をいただき、プログラムや
運用のあり方、評価の内容の準備に活用することができ
た。

◼ 参加者同士の交流によって、協働する機運を整えること
ができたが、参加メンバーが固定的になる傾向もあり、さ
らなる拡がりには課題が残った。

◼ 参加者の経験や考え方が多様で、例えば実施するプログ
ラムの具体化には至らなかったように、連携会議として具
体的な取り組みを進めるには無理がある。

◼ 第13回目が開催延期となったことで、利用のあり方や評
価など検討途中で留まっているテーマがある。
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１．エコプラザ（仮称）連携会議の振り返り
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◼ エコプラザ（仮称）連携会議で、第13回を延期したことで留まっている課題は、主

に以下の３点。これらを含めて、令和２年度を、どのように取り進めるかを検討し
ていくことが必要である。

課題 現在の状況 今後の取り進め案

プログラムの実現
➢ 10のテーマでプログラム検討
➢ 実現に必要な要素を抽出

➢ 実現に必要な要素への対応や市の
事業計画との関係を議論

➢ プログラムを実現するサポーター制
度の開始

施設の利用のあり方
連携会議でいただいた意見を含めた修
正案が未提示

① 修正案に意見をいただき、その内容
を反映して再修正案を作成。

② 再修正案を運営会議に諮る。
③ 運営会議の意見を反映した最終案を

報告。評価について
連携会議でいただいた意見を含めた修
正案が未提示



２．令和２年度の取り進め

◼ コロナ禍の影響で、書面開催とし、以下の内容で意見集約を行った。
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時期 実施内容 集約意見

第13回
令和２年６月19日（金）
から
令和２年７月３日（金）

第12回までの課題の３点への対応案について意
見集約
• プログラムの実現
⇒ 登録サポーター制度を開始して具体化

• 施設の利用のあり方
⇒ 市民が自由に使えるよう簡易な内容に
⇒ 団体貸し出しの優先申し込み案を提示

• 評価について
⇒ 行動変容を促す施設の機能発揮を評価

第14回

令和２年８月６日（木）
から
令和２年８月20日（木）

これまでの意見への対応案と開館のあり方への
意見集約
• 連携会議第13回の意見集約内容について
• 情報発信とサポーターについて
⇒ 集客せず情報発信に特化した開館とその
際のサポーターの活動案

• 利用のルールについて
⇒ 団体貸し出しは当面見送り、団体の活動
紹介掲示や打ち合わせ等の使用は可能


